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スポーツパークまつばら

松原市三宅西７丁目１０４０番１

市民の地域コミュニティの形成及び市民スポーツの振興を図る

令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで

ミズノグループ

都市整備部みち・みどり整備課

適正な施設管理運営
について

施設、設備の保守・点検は適切に行われたか。

備品の管理は適切に行われたか。

職員の人員配置は適切に行われたか。

職員の指導育成、研修体制は十分にされたか。

日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の危機管理体制が十分であった
か。

管理運営経費縮減への取組の方策は適切に行われたか。

自主事業について創意工夫がなされているか。

評価項目 評価の基準

評価

市民の利便性向上に
ついて

市民へ平等利用の確保が行われたか。

個人情報保護のための措置は適切に行われたか。

苦情への対応及び防止策は適切に行われたか。

利用者ニーズの把握に努め、サービス向上の取組が行われたか。

施設の利用率（利用者数・稼働率）は昨年度と比べ上昇したか。

指定管理者の経理に
ついて

収支計画と収支実績に乖離はなかったか。

経営状況は良好であるか。（貸借対照表等による）



評価コメント

１．【市民の利便性向上について】
① 市民の平等利用についてはWEB施設予約システムを活用するとともに、電話、窓口受付も行い、誰もが利
　用できるようにしている。
② 個人情報保護については市条例及び自社のプライバシーポリシーに沿った取り扱いがされており、年２
　回の職員研修等も行われ徹底されている。
③ 苦情対応については、グループ全体で苦情管理を行い柔軟に対応している。また、再発防止策の運営研
　修を実施し、現状分析と追加策の検討を実施している。
④ 利用者ニーズの把握について、スケート部門へのニーズ調査を実施し、初級者と上級者及び中級者それ
　ぞれの意見を把握することにより、今後のより良い運営のために活用できるデータの収集を行った。
⑤ 施設の利用率（フットサルコート）については、全体として事業計画目標値に及ばなかったが、9時～15
　時までの利用率においては自主事業を積極的に行うなど工夫をしたことにより計画値を上回った。一方、
　18時以降の利用率については、コロナの蔓延が大きく影響し目標値を下回る結果となった。

２．【適正な施設管理運営について】
① 施設・設備の保守点検及び備品管理について、毎日の日常点検、専門技術者による定期点検が実施され
　ている。また、施設内の清掃も毎日行われ清潔である。
② 人員については、計画的にアルバイトを含めた全職員に必要な研修が行われ、適正に人員配置されてい
　る。
③ 緊急時の対応については、マニュアルが整備され、事故等が起こった時に備えられており、必要な研修
　も行われている。場内で起こった怪我等の利用者の事故についても迅速に適切な対応がとられている。
④ 収支については、緊急事態宣言等に伴い施設の閉場及び時間短縮が長期に及んでしまったことにより、
　計画書よりも少ない収入となった。支出においては、自主事業における経費等を工夫して抑えることが
　できた。
⑤ 自主事業について、スポーツ振興や健康増進に寄与する様々な事業が行われており、事業計画書記載の
　ものは概ね実施された。しかし、高齢者向けのプログラムにおいて、様々なコロナ予防対策を実施して
　いたが、安全を期すため中止とした。

３．【指定管理者の経理について】
　財務関係において、異常値等もなく問題ないものと思われる。

【総評】
　令和3年度の自主事業については、新規事業として小学3年生～中学1年生を対象にしたプログラム【朝
練】を実施し、市民を中心に多くの方々が参加し好評であった。さらに、本事業は平日午前中に実施するた
め、コートの有効活用が図られた。またスケートボードスクールについて、東京オリンピックでの西矢椛選
手をはじめとした日本人選手の活躍によりスケボー人気がさらに加速する中、7月よりスクールの増設を行
うことで利用者ニーズに対応することができた。従前から実施しているレンタル用品や軽食販売において
も、利用者の要望を受けて種類や数を増やすなど、利用者の利便性も図られたことは評価できる。計画され
ていた事業も概ね実施されたが、高齢者向けのプログラムについて、様々なコロナ感染予防対策を実施して
いたが、安全を期すため今回は中止とした。
　そのほか、さらなる利用者のニーズに対応するため、前年度に導入した多目的コートの個人利用制度実施
において、フットサル、サッカー以外に野球やアメフトの練習等にも利用されている。施設管理は問題なく
行われており、設備・備品の管理は徹底され、安全安心に施設利用ができる体制がとられている。
　収支は、緊急事態宣言等に伴い閉場及び時間短縮をした時期が長期であったため、計画書より少ない収入
となった。支出については、創意工夫により自主事業にかかる経費や交通費などの支出が抑えられた。利用
者数については、上記の理由によりフットサルの利用者数が前年度と比べ減少となった。一方、スケート
パークにおいては、スケートボード人気の高まりを見せる中、前年度よりも増加した。しかし、当初の目標
値に及んでいないため、さらなる利用者ニーズの把握や広報宣伝活動において創意工夫を行い、利用者を増
やす取り組みを行うよう努められたい。


